









































































































































































































































































































































































































































鑿引き偉い窓の衝シミュレーション 御陵成竃《本字坐勺_プレハブ.赫即 垂金嬢宅(一盈… ＝＝凹め《毒”奉凡）?
専とその力学的評価 ﾛ
ｱﾙ巳サシ巌判砺鮎率且十麺ｱﾙ巳十ﾈ■竃ｻｯｼ
也鐵幽蝋蕊
孝枝･垣声崖壼【一睡…鋤 店■（麺ントサツシ）I
派遣先企業YKKAP株式会社
自然科学研究科人間･機械科学専攻
山崎剛
訓琴駒ら札ろ睡盛
・気密性・防犯性
･断触性・剛久性
･遮舶性・操作性
･遮音性・安全性
･防火性・バリアﾌﾘｰ
■tc．
竃の動壱
横にｽﾗｲドする
上下する
内外に開く
典き出す
回転する
伸麻因由助什
・開閉する
’持ち上げる
・出入りする
・身をもたれか11る
・身を乗り出すetc
魎性､デザイン､使いやすさ
窓の椛造
更なる安全性の追求
（股計･形状等）
1 2
圭一萱臺 士旦堕
課題
・引違い窓衝突時に発生する衝撃力.変形量を求める
・耐衝撃性を考慮した設計を行う
昼
杢研修Q目的
・窓開閉時の使用者への安全性の追及
窓はほとんどの建築物で使用されている
且
騨駕蟻:鰯の菫菫厄冤霊鰯鴇討引違い窓の衝突時に起きるフレームの変形
一主に枠のレール部と障子側面
求めらｵLる設託 本研修を通して
I 1企業での多様なシミュレーション実施やその結果の設計への反映を学ぶ研究室では行われていない多様な実鉦実験やその評価方法を学ぶ枠･障子衝突時に大きな衝撃力が発生しない設計一安全性向上､枠･障子の変形防止
3 4
士雌宣t画￥研修内容＝
口研修期間;8月24日～9月4日(2週間）
・研修場所↓YKKAP株式会社
1．有限要素モデルを用いた引違い窓の衝突解析
窓の変形量及び衝撃力を予測 部
前準備；製品の基本的な知識及び解析ｿﾌﾄの使用法の習得2実大窓を用いた衝突実験
実大窓による障子の枠衝突実験を実施しすること
で,変形量や衝撃力を測定
第1週(8/24～･CAD操作,解析ｿﾌﾄ実習
8/28）、窓モデルの作成
・計算プログラムの作成と実行
第2週(8/31～9/4）・実験所見学実験準備
・窓の衝突実験
・測定結果と解析結果との評価
3.計算値と測定値の比較
解析で算出した計算値と実験で出た測定値を比較
することで,有限要素モデルの妥当性を評価
ｰ
｡ 6
－15－
人間・機械科学専攻 山崎剛
物質工学専攻
I
職寸光佑
イオナイザ除電性能評価
派遣先:三機工業株式会社
既存のイオナイザ
自然科学研究科物質工学専攻
藤村光佑
…
DCコロナ放電式ACコロナ放電式
正負別々の直流電圧を放電針に印加する交流電圧を全ての放電針に印加する
豚亘I－Qe ●●＠コ
己′●
検討項目
イオン濃度の時間的､空間的分布
→フィルム表面に除電ムラ
･時間的､空間的除電ムラがどの程度測定されるか
｡除電ムラはフィルム速度によってどの程度変化するか
･FDイオナイザで除電ムラが改善されるか
実験方法 1フィルム帯電量を調整する
2各種イオナイザでフィルムを除電する
3除電前､除電後のフィルム帯電量を測定する
一一
1
3
5
－16－
背景
フィルムの製造工程では､商品の帯電により
俟・塵が付着し不良品が生じる問題がある。
一イオナイザによる帯電除去(除電）
帯電物に対して放電等により発生させた正･負
両極のイオンを与え､帯電物と逆の極性のイ
オンが静電気力によって選択的に衝突するこ
とで表面電荷の中和を行う装置。
正に帯電した物体を除電する
際の両棲イオンの動き
FDイオナイザ
ー
心一|暇"坐
牛に
弓一馬
……
:麹
④⑳●
の⑧
●ゴ
一
目的
・既存のイオナイザにおける除電ムラ評価
・既存のイオナイザに対するFDイオナイザの除電性能比較
実験計画
8月3日実験経路のセットアップ
8月4日予備実験と実験方法の最終打ち合わせ
8月5日~7日以下のパラメータを変え除電性能を評価
1イオナイザからフィルムまでの高さ
2フィルムの移動速度
3.フィルム初期帯電量
4FDイオナイザに印加する電圧
2
！
6
f~|後藤文俊後藤 俊物質工学専攻
劃_萱量 ｡･･････”⑨
|電力需要の平準化｜氷核生成を利用した
エネルギー輸送制御
力秀要の変動分は主に火力発電で追従
1
ネルギー効率の低下
l
油使用量の珊加､CO2排出量の増大
?｛｜
???????
?????????
????
噂夜間電力の有効利用を推奨
特に夏季は顕著であり､その定力需要の3割は
冷房によるものと言われている。
派遣先産業技術総合研究所
●●●●●●●に｣
0時 12鱒24駒
|氷蓄熱ｼｽﾃﾑ’
自然科学研究科物質工学専攻
後藤文俊
●夜間電力の有効利用による
電力需要の平準化に貢献
●低価格な夜間電力の使用
?
によるランニングｺｽﾄの低減
21
I不凍ﾀﾝパｸ質､不凍合成高分子"…。
?。??
???????
問題点 ｡｡････－⑨
I
|氷雷熱ｼｽﾃﾑ(雛望禦』I F両羅司一×～．
氷スラリー
口 一国一■
過冷却水帳生成氷
水が凍るには必ず
核生成を経由
|不凍ﾀﾝバｸ質.不凍合成高分子’
不凍タンパク質(AFP:antilreezeprotein)や不凍合成高分子(AFSP;antifreeZe
syntheticPolymer)は氷の核生成を抑制する効果があり､氷の過冷却状態の安定
保持に有効な可能性がある。|氷ｽﾗﾘｰの生成’
過冷却水中で氷の核生成を勝発し､同時に多数の氷綜品委生成 温度 沮嘆l竺叡雪
ﾄ飼_r斎嵩鋳斎
V鰯閲、核生成
不恵な過冷却の解除
l
氷による流路の閉塞
AFPQAFSP露如
世o℃
抑制効果｛
不凍タンパク質
不凍合成高分子
1l'吟
水の過冷却状態
安定化技術
0℃
|灘螂
43
|研究計画|研究概要 ･･･････配⑨ ･････p･園0
国
AFP"AFSPを過冷却安定剤として用いた氷蓄熱システムの実現に向け、
その基礎的な現象の知見を得るべく､AFP"AFSPの核生成への影響を評
価し､氷核生成抑制機構の解明をする。
園；
①AFP"AFSPを水に混ぜ､そのパラメー タ(溶質の種類､渡度など)が
氷核生成温度に及ぼす影響を示差走査熱量計(DSC:differennal
scanningcalorimetry)によって測定する。
示茅壼寄鮎岱計〈DSC）
物質の状懸変化によって放出･吸収される黙を検知し､物質の黙的な特性を測定する装置
期間8月3日～9月18日
場所独立法人産業技術総合研究所(茨城県つくば市）
心8月中旬 、
基礎的な知識の習得､実験の準備､DSCの立ち上げ
8月中旬～2月中旬
実験､考察
、 ノ②氷核生成温度の変化が何に起因するかを鯛査し、
そこで起きている現象を考察する。
6FD
－17－
《画
厚子力･水力覚勉
物質工学専攻 山本峻輔
’
エジェクタによるサブミクロン粒子の
分散性能に及ぼす分散助剤の効果
研修先:日清製粉グループ本社
自然科学研究科物質工学専攻
山本峻輔
職慮騨雛錨籍溌駕躍職亨と ’
増田ら識による研究PowderinIe1
↓
ノズル式分散器(日清エンジニアリング製)を
錦用いて分散器の性能評価を行っている。ComPressedair-･粉体(SiC)を助剤(エタノー ル)雰囲気中に
12時間にさらすことで､粉体の分散性能の
↓"'…"・向上を確腿
｢聯加による分散憧籠向上の機構は濤明されていな“
増田ら乾式分敗粉の性能評缶粉体工学会跨V乱30No.10(1993）
活動内容
分散器によって分散させた粉体の粒径･帯電量を
ELPI(ElectricalLowPressurelmpactor)を用いて測定
白 粉体の粒度分布･帯電量分布を把握
粒子可視化装置を設計･製作し､分散器によって
分散させた粉体の粒径､帯電量の測定
。 個々の粒子の粒径､帯電量を把握
’
1
3
5
－18－
背景
近年､コンデンサー等の電子部品の高機能化、
拳小型化が進んでいる→原料粉体の小粒径化〆料繍陣の…"噌卿，且…………“
分級粉の品質向上､製品収率を向上するためには
原料粉体を一次粒子まで分散させた状態で分級することが重要
1
1
1
/分散…凝集粒子を一次粒子に近い状態にする巨疋－、
熱-…金一
分散
關 ゞ凝集粒子の哩呈
白分散器(ｴジｴｸﾀ､ｵﾘﾌｲｽ､流動層etc.…）
目的
付着力’
VanderWaals(分子間に働く引力）
静電気力(クーロンカ）
液架橋力(表面張力）
分散器の操作条件や粉体への助剤添加に
よって､分散性能と粒子の帯電状態がどの
ように変化するか調べる
舌動計画
、
、
ノ
7月一8月下旬 可視化装置の設計･製作
8月下旬一9月中旬研修期間
9月中旬以降 大学にてデータの考察
異なる条件で分散実験
2
4
6
|小島敏昭’小 敏昭物質工学専攻
????
基本的化学プロ迄Z
各種解析と化学プラントへの適用
etc．）認 尺
原料一派遣先三菱化学エンジニアリング株式会社 一製品
し副生成物
／
自然科学研究科
物質工学専攻
小島敏昭
1 2
反応装置の種類 研究課題
’ I1．槽型反応器
c・半回分操作
（半回分反応器）
A一一小
撹祥槽型の反応器
槽内に澱みが存在し生成物にむらが生じることがある
l均質な生成物を多く得る進めには…’
一一
ふ砿の必要性
触媒の均一分散
コイル･ジャケットによる加熱/冷
??
には…
｜,‘鎮蟇蕊‘
○触媒分散
撹祥装置の解析ソフト
を用いた流動解析
口鞘縣甥M裂鯖ォ
攪桴琴 →C
2.管型反応器(連続操作）
：。 )一→c
3 4
研修予定
研修期間9月7日～11日､24日～30日
前半:化工計算を用いた伝熱性能評価
後半:攪枠槽の最適設計についての検討
研修場所三菱化学エンジニアリング株式会社
中部支社(三重県四日市市）
5
-19-
単位操作くunitope｢ation〉
(流動､伝熱､蒸留､吸収､乾燥､機械的分離
原料調製 分離･精製
反応工学くChemical1．eactionenginee｢ing〉
反応プロセス､反応装置型式の選定
操作条件の確立
テーマ:攪枠槽の最適設計
a・回分操作
(回分反応器）
（b???
1
凸
’
と
B
神谷純平・吉村洸
屋上緑化材｢グリーンビズ」
によるヒートアイランド抑制
効果の検証
????
’
熱中 関連
物質工学専攻神谷純平
吉村洸
社会基盤専攻二條崇
三宅正彦
TabIe､1ここ100年での年間平均気温の上昇
東京大阪名古屋金沢
3．2242．42．2
参寺気象庁ホームページ
’
都市名
温度(℃）
全圓平均
1－7
21
既往の研究屋上緑化とは
建築物の断熱性や景観向上などを目的に、
屋根や屋上に植物を植え､緑化すること■ ロ屋上緑化における熱収支解析を行っている。
正味放射量＝顕熱十潜熱十伝導熱
屋上緑化がもたらす効果
ロヒートアイランド現象の緩和効果
ロ保温効果
ロ保水､治水効果
DCO2削減効果､大気浄化効果
ロ芝はセダムに比べ､潜熱の発生量が高いため、
ヒートアイランド現象の抑制効果が高い。
圏卜醐化の例
引用,…お己
3 4
問題点
ロ芝の使用による､芝刈り､手入れなどのメンテナン
スが必要
ロ土の使用による､多雨時の土壌の崩壊
ロ給水｡排水設備の設置
且
’
処理区一一一熱伝導一一一一簾処理区 ’
貝
nJ 6
－20－
物質工学専攻
社会基盤工学専攻 二條崇・三宅正彦
且E22222gg＝ヨ〃〃
I神 谷純平・吉村洸物質工学専攻
’ 二條 崇・三宅箙彦社会基盤工学専攻
本研究の目的1グリーンビズ
従来の屋上緑化では､ヒートアイランド抑制効果が高いとされる
「植栽基盤:土､植栽芝｣の組み合わせが多用されてきた。
しかし・・・
｛撫鴬、植栽基盤:土一
｛就謄植栽:芝一
余剰バイオマスケイクの焼成
。
ロ80～100％の保水性能を
持つため､無灌水緑化が可能
ロ土､砂利に比べ､比重が軽い
ロ耐火性に優れている
更ﾜ▲
定期的域継続的な手入れが必要。
メンテナンスコスト＝高
■
???
”ﾗｦｽ匠
←入観
一□
7 8
本研究の目的2 本研究の目的3
そこで・・・
｢植栽基盤:グリー ンビズ､植栽:セダム｣の組み合わせを導入。
｛鴛鱸;、植栽基盤:グリーンビズー
｛穀耀植栽:セダム一
吋徽雲雪嘱誓《不雲｡’
ロ｢植栽基盤:グリー ンビズ､植栽:セダム｣の組み合
わせのﾋｰﾄｱｲﾗﾝド抑制効果の熱収支を評価す
ることで検証
■
9 10
実験条件 測定諸量－‐－＝
孕冒でざZL7
Table､2実験条件 一一 TabIe､3測定賭量
測定内容
?》
I
｜
’
風向･風速
全天日射量
大気放身寸
外界条件測定実験珊の様子
『土十芝｣『グリー ンビズ＋セダム』
＝=＝手奉一一’
?》
蒸発敵鋤
且
抑制効果が高いとされる
｢植栽基盤:土､植栽:芝」
の組み合わせ、
グリーンビズ単体での効
果も検証
放射特性 放身寸率
驚鶚窯
地中温度
温熱環境
実験場の様子
『土のみ』『グリー ンピズのみ」
11 12
－21－
実唖乗件
Ⅲ吐塑lX
グﾘｰ ﾝピﾌ
のみ
グﾘｰ ﾝピﾌ
+ｾダﾑ
土+芝
土+ｾダﾑ
編処理区
|物質工学専攻|神谷純平･吉村洸
社会基盤工学専攻 崇・三宅正彦
測定の概要
各実験条件ごとに測定し､ヒートアイランド抑制効果を検証
「土十芝｣に対し､｢グリー ンビズ＋セダム｣の
抑制効果がどの程度あるのか？
pご清聴ありがとうございました
13
15
－22－
実験の予定
ロ7月末実験の詳細な打ち合わせ
ロ本実験8月上旬
ﾛ於小松精練㈱屋上
ロ予備日9月上旬
14
’●研究背景
コンクリー ト構造物
耐久性に優れ､経済的にも安価､メンテナンスフリー
且使罵環境条件によっては…
●
寒冷地沿岸部のコンクリート構造物における
シラン系含浸材の適用性に関する研究
??。
維持管理が重要
適材適所に応じた対策
優れた費用対効果
－独立行政法人土木研究所寒地土木研究所一
大学院自然科学研究科社会基盤工学専攻1年
小池祐輝
21
･コンクリートの劣化機構●含浸材について
■■‐一一－－
水分､塩分水蒸気
－含浸材塗布・
塩分､水分
U含浸材、
含浸材
腐食による鉄筋断面欠損
’
ー……理帽
’’’ ????
43
●研究概要
一一一
●暴露環境(北海道増毛地区）
仏 一幸｡■｡■一■■ー??
象
言
??》?
65
－23－
社会基盤工学専攻 小池祐輝
劣化事例が数多く報告
劣化状況も異なる
管理費用の問題
対策工として_含浸材の適用が注目されている
含浸処理の特徴
・水や塩分の侵入を抑制可能
・費用が安価
・施工が容易
・外観を変化させない
・内部水の逸散を促進
コンクリー ト
適用への問題点
・劣化を生じた既設構造物への適用
性
含浸処理を実施すると
外的要因(塩分､水分)の侵入による劣化現象の抑制が可過酷な環境条件下におけるシラン系含浸材の適用性
を検討する
水セメント比(W/C）
W/C尋5％（新
設）
．W/C=55％
表面処理仕様
・無処理
含浸材
(市販､高含浸性）
測定項目
電気化学的測定
供試体質量および表面水分率
含浸処理効果の検討
F均気温(℃)|平均浬度(％
8.4 740
目出I’
764.0
降水量(m、 季間日照時間(h）
1544-5
§I
鰻
I熱
&華’
§斑灘
一一一ニーレ由
号憩
4q
C1
IOl
L
本研究では新たに
・含浸効果の継続性
・含浸材の適用量の影響
・含浸処理による遮塩性
・凍害の影響
について詳細に検討する
モニタリング(暴露後1年)では
水分抑制効果
鉄筋腐食抑制効果
が確認された
* 社会基盤工学専攻|小池祐輝
●インターンシップ中の活動計画
・7月;研究内容の確認
現状の問題点の整理
測定方法の確認
打合せ実施(7月9日、北海道にて）
9月:現地測定
10月以降:データ整理および評価
7
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藤村友城
1121年度研究削爾発溌会I畑1年座研究111開発通会 ????
〆‐
コンクリート構造物の劣化現象
創成研究I
北陸地方における．雪クリート構造物の
ASR劣化度評価手法の開発
］ビ
???
唐
害
'ルカリ骨材反応(以乖、ASIU
北陸地童警護書溌築車
中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋㈱
金沢支店
29咳）
社会基盤工学専攻1年藤村友城 ??
rヨ
v，“
松脚・柱龍の蝕筋破断
肺）
21
M測年鷹研究計函発痩会会I畦1年度研究計画発騒
研修概要
現地調杏
1．構造物の目視しべ
2．コアサンプリング
アルカリ骨材反応(ASR)
■聯
P
コンクリート
骨材中のある種のシリカ鉱物
紹孔溶液中の水酸化アルカリ
ルでの劣化庇評価
6Z
??
配
噛辮震る’ 室内実験’
’
1
庄鐘強麿試験、静弾性係数試
粗骨材岩種含有率の算出
顕微鏡下における劣化度評価
験
???
■
’
認摩、‐＝
旬一一
’1
●構造物の維持管理計画策定に必要な劣化進行度の評価
●構造物のキャラクタリゼーションの把握
43
H”年度研究計画鎚塞全計圃発表会1121年度研究 画兜
研修概要研修概要
室内実験
一
I
霊子組プロづ 対象構造物原子吸張尭唾計
◆橋梁（
◆C-Bo】
◆トンネ
(橋脚､橋台､桁）
ﾄX
Lル(坑口）
力 ﾄｰ ドﾉ塵ネッサンス
ー窒四子偽
ソ 》?
竃子
研修期間
EPMA(電子線ﾏｲｸﾛアナライザー ）
構造物の残存膨張量および膨張収束時期の推定’
ザ8月～10月の週1.2日程度を予定
ゾ大学にてデータ整理'。
65
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計会墓轤工学専攻
